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水俣における共生のまちづくりの可能性
一「ほっとはうす」の取り組みから一
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（1）新しい建物と「ほっとはうす」の日常
　2008年4月に竣工した「ほっとはうす」（名称は、
ほっとはうす・みんなの家）は、食堂兼フリースペー
スと作業室、宿泊用部屋、浴室、事務室などからなり、
木を基調とした平屋づくりの建物である。メンバーに
新しい建物の感想を聞いたところ、全員が以前より広
くなり、ゆったりと作業ができることや建物全体のス
ペースが広くなり、完全バリアフリーになったことで
車椅子の移動も自分だけでできるようになったことな
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どが強調されていた。
　また宿泊用の部屋は、いわゆるレスパイト（家族の
都合で介助等ができない場合の対応）だけではなく、
「ほっとはうす」のメンバーおよび他の障害をもつ人
が今後の自立生活に向けての訓練のための設備として
位置づけられており、使用頻度も高い。障害者の通所
施設でこうした宿泊設備を持っている例は他になく、
画期的である。今後メンバーの自立と親亡き後の対応
の問題も大きな課題となるため、これからいわゆるグ
ループホームなどの施設建設に向けての取り組みと同
時に、「ほっとはうす」が水俣病問題の全国的な発信
と地域の障害をもつ人の福祉活動の拠点になっていく
ための活動を本格的に展開していくことが期待され
る。
　ここでの日常活動としては、まず朝のミーティング
があり、メンバーのそれぞれのその日の体調を確認し
てから一日の作業の確認を行う。主な作業としては、
押し花づくりとそれを使っての名刺の作成、廃ガラス
を使った箸置き等の製造、新聞の切り抜き、そして別
棟にある喫茶コーナーなどのほか、適時見学者への対
応や水俣病を伝えるプログラムなどが行われている。
他の福祉施設に入所している重度の障害をもつ胎児性
の患者からは、週2回この施設に来て作業をし、また
月2回は付設の宿泊施設に泊まることによって生活の
リズムと楽しみを実感しているという話も聞いた。週
末にここに宿泊し、いっしょに酒などを飲みながら話
をするのが楽しみというメンバーも多く、宿泊施設が、
普段できない交流の場所として機能している面も垣間
見ることができた。
（2）地域との関係と今後の課題
　筆者が滞在期間中に、あるテレビ局が主催するチャ
リティ募金に「ほっとはうす」のメンバーが参加し、
市内ショッピングセンターの前で募金活動をする様子
を観察したが、多くの市民がメンバーに声をかけてい
く場面を見ることができた。そこからは、この間確実
に「ほっとはうす」が地域に根付き、認知されてきて
いる状況がうかがえる。
　また、水俣病を伝えるプログラムも、「ほっとはうす」
の重要な活動であるが、学校に出かけていくケースと
この施設に子どもたちが訪ねてくるケースの2つの形
態で行っている。そこでは、胎児性患者の生い立ちが
水俣病の経験として語られ、その内容をスタッフがサ
ポートする形で進められるわけであるが、生徒たちが
メモを取りながら熱心に聞いている様子が印象的で
あった。このプログラムは、すでに10年以上の歴史
を積み重ねていることから、この教育的成果をきちん
と分析することが求められている。
　あわせて施設運営等の課題について、理事長と施設
長、およびスタッフ、メンバーからも個別に話を聞い
たが、そこから胎児性水俣病患者たちの全くの自主グ
ループから共同作業所そして小規模授産施設の社会福
祉法人へ至る流れの中に支援者や行政関係者だけでは
なく、多くの水俣市民の関わりがあったことをあらた
めて確認することができた。
　なお当面の課題としては、2008年10月から施行さ
れた障害者自立支援法への対応がある。この法律につ
いては、全国的に大きな問題となり、この法律の無効
を訴えて裁判が起こされたことから、「ほっとはうす」
でも、特に応益負担となっている利用料の1割負担へ
の対応をどうするかが当面の大きな課題であるとい
う。
　さらに施設運営の今後の課題として、旧施設にある
喫茶コーナーをどう活性化させるかも重要であり、市
民のボランティアの力を得ながら恒常的に喫茶コー
ナーを運営していくためには、「ほっとはうす」の取
り組みの一環としてあらためて喫茶コーナーの役割を
確認しながら取り組んでいくことが強調されていた。
（3）ほっとはうす設立10周年記念の取り組み
　2008年11月に行われた「ほっとはうす」設立10
周年記念のシンポジウムでは、「きぼう・未来・水俣
一地域でふつうに暮らす」をテーマに4人のシンポジ
ストの報告と討論が行われた。まず熊本県健康福祉部
長からは、福祉のまちづくりの事業として地域の縁が
わづくり、地域の結いづくり、地域のちからおこしを
柱とした取り組みの紹介がなされた。そこで特に注目
されるのが、縁がわづくりの取り組みであり、従来の
地域にある福祉施設を地域に開放し、住民交流サロン
として地域とつながった活動をしている様子が写真で
紹介され、「ほっとはうす」はこの取り組みのモデル
事業として重要な役割を期待されていることが強調さ
れていた。また障害当事者で、くまもと「障害者」労
働センターのスタッフからは、障害をもちながら施設
ではなく地域でふつうに暮らすことを一貫して追及し
ている、これまでのセンターの取り組みの歴史を紹介
しながら、「ほっとはうす」が地域に開かれ、地域と
つながりながら当事者主体の活動を展開していくこと
への期待が語られた。さらに新潟県で、水俣病患者を
一貫して支えてきた新潟水俣病安田患者の会の事務局
長からは、これまでの新潟での取り組みが紹介された
が、そこからは、患者は水俣病という病を抱えながら
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もふつうの暮らしを求めており、そうした患者の日常
に寄り添いながら支えることが水俣病支援の意味であ
ることが示唆されていた。最後に司会者からは、以上
の報告をふまえながら、「ふつう」とは障害だけでなく、
様々な特性をもつ人たちがいる状態を指すのであり、
それはそのまま「ほっとはうす」の可能性につながっ
ているというまとめがなされた。
　その他に今年度は、水俣病の常設展示がされている
大阪人権博物館の見学、そして新潟水俣病資料館であ
る新潟県立環境と人間のふれあい館の見学および支援
者への聞き取りを行った。
